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公
民
館
事
業
の
お
知
ら
せ 

◎
申
込
み
は
、
す
べ
て
本
館
へ
電
話
・
来
館
（
平
日
の
み
午
前
８
時
３
０
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）
ま
た
は
メ
ー
ル
で 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
急
遽
中
止
・
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

オレの挑戦！          《要申込》 

～Katase 男（ＤＡＮ）dism への道  
        セカンドシ－ズン～ 
・１２月３日（土）午前１０時から正午まで 

『相州地酒に詳しい男になる』 

 対象：４０～５０代男性２０人 

  

 
おもちゃの病院      《申込不要》 

・１０月１５日（土）・１１月１９日（土） 

・１２月１７日（土） 
午後１時３０分から３時３０分まで 
※部品代がかかる場合があります 

 

スマホお助け隊         《要申込》 

・１０月１１日（火）・１１月８日（火） 
・１２月１３日（火） 
午前９時から正午まで 
各回３回入れ替え制（各回 55 分程度） 

知笑の輪倶楽部 
・１１月１４日（月） 
午後１時３０分から３時３０分まで 
『もしものトイレ』 
申込先着２０人        

片瀬しおさいセンター 

卓球・バドミントン開放 《申込不要》 

・１０月２日（日）・１１月６日（日） 

・１２月１１日（日） 

〈バドミントン〉各回１６人 入れ替え制 

①午前９時から１０時２０分まで 

②午前１０時４０分から正午まで 

各回、１５分前から受付開始（先着順） 

           

 

 

 

〈卓球〉各回３２人 入れ替え制 
①午後１時３０分から２時５０分まで 

②午後３時１０分から４時３０分まで 

各回、１５分前から受付開始（先着順） 

 

 

忙しい人のための 《申込不要》 

ナイトストレッチ 
・１０月２７日（木） 

 『ダンスエクササイズ 

DISCO WORLD』 

・１１月２５日（金） 

 『優しいコンディショニングと 

体幹エクササイズ』 

各回、午後７時から８時まで 

 先着２０人 

赤ちゃんとママの   《要申込》 

ふれ愛タイム 
・１１月７日（月） 

『オイルトリートメントによる 

赤ちゃんのボディケア』  

①午前１０時から１０時４５分まで 

②午前１１時から１１時４５分まで 

対象：生後３ヶ月から７ヶ月児と保護者４組 

《要申込》 

《要申込》 

詳細につきましては、館内の配布チラシ・地域回覧・広報ふじさわをご確認ください。 

〈１〉 

子ども事業 《要申込》 

・11 月 12 日（土） 
 午前９時から 

午後０時３０分まで 
『川名清水谷戸の 

     畑で遊ぼう！』 
場所：川名清水谷戸 

 対象：小学校高学年２０人 
・１２月３日（土） 
 午前１０時から正午まで 
 『もっと知ろう「私たちの森」
作ってみよう「落葉だめ」』 

 場所：稲荷の森 
 対象：小学生親子１５組 

フレイル予防運動講座 
《要申込》 

・１０月１２日（水）、 

１１月９日（水）全 2 回 
午前１０時から正午まで 
対象：６０歳以上２０人 
 

片瀬地区ふれあいまつり『片瀬でかがやく人・夢・みらい』 
 
・１０月２２日（土）午前１０時から午後４時まで 
《片瀬公民館》 

 『シンポジウム・片瀬・江の島まるごと博物館への誘い
いざな

』 

 『片瀬だよりバックナンバー展示』・『片瀬こま体験』     
《片瀬しおさいセンター》 
 『お囃子演奏』 
 『スポーツ・レクリエーションサークル発表』 
 『美術・教養部会サークル作品展示』 

・１０月２３日（日）午前１０時から午後３時まで 
《片瀬公民館》 
『お囃子演奏』 

 『音楽・芸能サークル発表』 
《片瀬しおさいセンター》 
 『美術・教養部会サークル作品展示』 

 『ボッチャ体験』 

おひざの上のおはなし会 
《要申込》 

・１０月１４日（金） 
・１１月１８日（金） 
・１２月１６日（金） 

各回午前１１時から正午まで 
対象：乳幼児と保護者５組 

片瀬公民館（本館） 

楽しく子育て  
・１０月１２日（水） 
 『子育て応援メッセ』 
・１１月１６日（水） 
 『たのしく英語』 
・１２月２１日（水） 

 『クリスマス会』 
各回、2 部入れ替え制 
①午前１０時から１０時４５分まで 
②午前１１時から１１時４５分まで 
対象：未就園児と保護者２０組 

   （１１月のみ８組） 

 《要申込》 

《要申込》 

サロン de 手しごと 《申込不要》 

・１０月３１日（月）・１１月２８日（月） 

・１２月２６日（月） 
 午前１０時から正午まで 
 
従来の「手芸のじかん」がリニューアルしま
した。手芸・折り紙を引き続きお楽しみいた
だけますが、新しく「手織り」も始めてみま
せんか？ 
 



    
 

 

 

  
 

 

〈２〉 
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片
瀬
の
老
舗
を
訪
ね
て
⑥ 

 

「
鈴
傳

す

ず

で

ん

」 
       

 

今
回
お
訪
ね
し
た
の
は
、
龍
口
寺

前
の
鈴
傳
さ
ん
で
す
。
前
号
の
上
州

屋
さ
ん
と
同
じ
く
、
こ
ち
ら
の
お
店

も
創
業
２
０
０
年
の
歴
史
を
も
つ
お

店
で
す
。
店
主
の
鈴
木
利
春
・
保
子

さ
ん
ご
夫
妻
に
お
話
し
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。 

も
と
は
湘
南
地
方
で
採
れ
た
魚
や

若
布
等
の
海
産
物
を
扱
う
お
店
だ
っ

た
そ
う
で
す
が
、
明
治
時
代
鈴
木
傳

蔵
さ
ん
が
干
物
作
り
も
始
め
、
屋
号

を
「
鈴
傳
」
と
つ
け
ま
し
た
。
昭
和

初
期
、
当
時
の
店
主
の
光
雄
さ
ん
が

本
格
的
に
干
物
作
り
を
始
め
て
現
在

に
至
り
ま
す
。 

 

     
 

   

 

              

 
 

 
 

 
 

 
 

 

                           

お
店
の
こ
だ
わ
り
は
新
鮮
な
魚
を

使
う
こ
と
、
魚
の
種
類
や
大
き
さ
、
脂

の
乗
り
具
合
、
季
節
や
天
候
に
合
わ

せ
て
塩
の
加
減
を
調
整
す
る
こ
と
、

作
り
置
き
は
し
な
い
、
味
は
塩
の
み

で
調
整
す
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
こ

れ
は
、
干
物
作
り
を
始
め
て
か
ら
、
ず

っ
と
変
わ
ら
ず
守
り
続
け
て
き
た
そ

う
で
す
。 

 

２
０
２
１
年
に
長
男
の
健
太
さ
ん

が
お
店
の
奥
に
「
炭
火
焼
ひ
も
の
伝
」

を
開
店
。
出
来
立
て
の
干
物
を
炭
火

焼
で
供
し
て
く
れ
ま
す
。
干
物
作
り

は
次
男
の
康
次
さ
ん
。
頼
も
し
い
後

継
ぎ
が
片
瀬
の
味
を
守
っ
て
い
る
素

敵
な
お
店
で
す
。 

 

 

 

江
ノ
電
開
業
１
２
０
周
年 

 
片
瀬
に
住
む
私
た
ち
の
身
近
な
交

通
機
関
で
あ
る
江
ノ
電
が
今
年
９
月
に

開
業
１
２
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

江
ノ
電
は
江
之
島
電
気
鉄
道
株
式
会

社
に
よ
っ
て
１
９
０
２
年
（
明
治
３
５

年
）
９
月
１
日
に
藤
沢
～
片
瀬
（
現
在

江
ノ
島
）
間
で
の
運
行
が
始
ま
り
ま
し

た
。
日
本
で
６
番
目
に
誕
生
し
た
歴
史

あ
る
鉄
道
で
す
。
日
本
で
初
め
て
ド
イ

ツ
製
の
電
装
機
器
を
用
い
る
な
ど
、
時

代
の
先
端
を
行
く
鉄
道
で
し
た
。
そ
の

後
、
路
線
を
拡
大
し
、
１
９
１
０
年
（
明

治
４
３
年
）
に
全
線
が
開
通
し
、
何
度

か
合
併
を
繰
り
返
し
た
後
、
現
在
の
江

ノ
島
電
鉄
株
式
会
社
に
至
り
ま
す
。 

 

全
線
開
通
当
時
は
３
９
の
駅
が
あ
り

ま
し
た
が
、
長
い
歴
史
の
中
で
駅
の
移

転
や
名
称
変
更
な
ど
を
経
て
、
現
在
の

駅
の
数
は
１
５
に
な
り
ま
す
。
今
も
昔

も
駅
の
位
置
、
名
称
が
変
わ
ら
な
い
の

は
「
鵠
沼
」
「
稲
村
ケ
崎
」
「
極
楽
寺
」

「
長
谷
」
の
４
駅
で
す
。
お
な
じ
み
の

「
江
ノ
島
」
駅
は
「
片
瀬
」
と
い
う
名

称
で
し
た
。
ち
な
み
に
、
江
ノ
電
の
起

点
は
藤
沢
駅
で
す
。
し
た
が
っ
て
藤
沢

駅
行
き
が
上
り
、
鎌
倉
行
き
が
下
り
と

し
て
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

藤
沢 藤
沢 藤
沢 藤
沢 藤
沢 

起
点 

藤
沢

 

明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
、
令
和
と

い
う
長
い
時
を
経
た
今
、
通
勤
、
通
学 

だ
け
で
な
く
、
鎌
倉
・
江
の
島
観
光
に

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
乗
り
物
と
な
り

ま
し
た
。 

 

開
業
１
２
０
周
年
を
記
念
し
て
７
月

１
日
よ
り
、
全
て
の
列
車
前
面
に
記
念

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
付
け
て
走
行
し
て
い
ま

す
。
ま
た
片
瀬
の
街
を
描
き
続
け
て
い

た
金
子
繁
治
さ
ん
の
絵
が
飾
ら
れ
た
車

両
の
運
行
も
９
月
初
旬
よ
り
始
ま
っ
て

い
ま
す
。 

 

〈
参
考
資
料
〉 

「
江
ノ
電
の
１
０
０
年
」 

 
 

 
 

（
江
の
島
電
鉄
株
式
会
社
） 

「
江
ノ
電
百
年
物
語
」 

 
 

 
 

（
湘
南
倶
楽
部
編
） 

お店の前を走る江ノ電 
昭和 40 年代初頭 

「炭火焼ひもの伝」店内には

興味深い写真が沢山展示さ

れています 

鈴木保子さんと長男の健太さん 

片瀬 

終点 

小町 

〈２〉 

周囲の駅名は開設当時の駅名です 

開業１２０周年記念のロゴマークを
付けて走行する江ノ電 

極楽寺 権五郎社前 長谷 由井ケ浜 海岸通 原の台 学校裏 大町 蔵屋敷 
石
上

 
川
袋

 
藤
ヶ
谷

 
鵠
沼

 
新
屋
敷

 
西
方

 

 

浜
須
賀

 
山
本
橋

 

龍ノ口 中原 土橋 神戸橋 谷戸 万福寺下 腰越 袂ケ浦 日坂 矢沢 

砂
子
坂

 
稲
村
ケ
崎

 
音
無
橋

 
姥
ケ
谷

 
追
揚

 
行
合

 
田
辺

 
峰
の
原

 
七
里
ヶ
浜

 



                

 

                 

ｐ 

                                 

ｐ 

                                

ｐ 

                                  

 令和４年（２０２２年）３月２５日号        片瀬だより        第１２９号 

〈３〉 

令和４年（２０２２年）９月２５日発行    片瀬だより             第１３１号 

 
 

鎌
倉
時
代
、
江
の
島
に
登
場
す
る
人
々

の
足
跡
を
辿
る
② 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

堀ほ
り 

浩
侃

ひ
ろ
な
お 

 

「
太
平
記
」
に
よ
れ
ば
、
建
久
元
年 

（
一
一
九
〇
年
）
北
条
時
政
が
岩
屋
に
参
籠

し
て
子
孫
の
繁
栄
を
祈
願
し
た
と
こ
ろ
、
満

願
の
二
十
一
日
目
に
美
女
が
現
れ
、
「
汝
前

世
は
箱
根
の
法
師
、
六
十
六
部
の
法
華
経
を

書
写
し
て
、
そ
れ
を
六
十
六
ヵ
国
の
霊
地
に

奉
納
し
た
善
根
に
よ
り
、
再
び
此
の
世
に
生

ま
れ
た
。
汝
の
子
孫
は
永
く
日
本
の
主
と
し

て
栄
華
を
誇
る
べ
し
。
た
だ
し
、
そ
の
行
い

が
悪
け
れ
ば
七
代
を
過
ぐ
る
べ
か
ら

ず
・
・
・
」
と
子
孫
の
繁
栄
を
約
束
し
、
美

女
は
二
十
丈
（
約
六
十
ｍ
）
の
大
蛇
に
な
っ

て
海
中
に
消
え
た
。 

  

 

  

北
条
時
政
の
前
世
は
箱
根
法
師
と
い
い
、

六
十
六
部
の
法
華
経
を
書
写
し
て
六
十
六

箇
国
の
霊
地
に
奉
納
し
た
功
徳
で
、
こ
の
世

に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

六
十
六
部
と
は
書
写
し
た
法
華
経
な
ど

の
経
典
を
釈
迦
入
滅
後
、
弥
勒
菩
薩
が
如
来 

 
 

       

私
の
散
歩
道 

「
江
の
島
」 

 

江
ノ
電
江
ノ
島
駅
の
前
で
観
光
客
か

ら
「
海
は
ど
ち
ら
で
す
か
？
」
と
聞
か
れ

た
の
で
「
東
浜
？
西
浜
？
」
と
聞
く
と

「
と
に
か
く 

海
で
す
」
と
言
わ 

れ
、
江
ノ
島
駅
か 

ら
ど
ち
ら
側
に
海 

が
あ
る
か
も
知
ら 

ず
に
観
光
に
来
て 

い
る
と
驚
い
た 

こ
と
が
あ
る
。 

 

た
だ
、
江
の
島
大
橋
を
渡
り
、
島
内
に

入
る
と
「
こ
れ
ぞ
観
光
地
」
の
雰
囲
気
が

格
段
に
上
が
る
。
参
道
の
両
側
に
連
な

る
土
産
物
店
や
飲
食
店
を
目
の
当
た
り

に
す
る
と
対
岸
に
住
ん
で
い
て
も
、
江

の
島
に
行
っ
た
帰
り
は
土
産
の
一
つ
も

買
い
た
く
な
る
も
の
だ
。 

 

（
Ｍ
） 

 

と
な
っ
て
出
現
す
る
ま
で
の
間
（
五
十
六
億

七
千
万
年
後
迄
）
保
存
す
る
と
い
う
目
的
で

日
本
六
十
六
箇
国
を
廻
り
、
そ
の
国
々
の
聖

地
に
一
部
ず
つ
納
め
る
目
的
で
諸
国
の
寺

社
を
廻
る
こ
と
を
い
う
。 

時
政
は
、
岩
屋
に
参
籠
し
「
諸
願
成
就
し

た
」
と
喜
ん
だ
あ
と
に
残
っ
た
三
枚
の
鱗
を

も
と
に
北
条
家
の
家
紋
を
定
め
た
と
い
う
。

江
戸
川
柳
に
「
ミ
」
に
身
（
自
分
）
と
巳
（
蛇
）

を
か
け
て
い
る
句
が
あ
る
。 

「
ミ
に
あ
ま
り
時
政
家
の
紋
に
す
る
」 

そ
の
後
、
小
田
原
北
条
氏
も
家
紋
を
「
三

鱗
」
に
し
て
い
る
。
ま
た
江
島
神
社
の
社
紋

の
「
向
か
い
波
三
つ
鱗
」
も
こ
の
伝
説
に
因

ん
だ
も
の
で
あ
る
。 

   

後
の
世
で
は
俗
人
が
行
う
廻
国
巡
礼
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
江
島
神
社
中
津
宮

の
境
内
に
古
帳

こ
ち
ょ
う

庵 あ
ん

・
古
帳
女

こ

ち

ょ

う

め

の
句
碑
が
あ

る
。
江
戸
小
網
町
の
豪
商
（
古
紙
回
収
業
と

言
わ
れ
る
）
鈴
木
金
兵
衛
夫
婦
が
建
立
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、こ
の
碑
は
天
保
十
二
年

（
一
八
四
一
年
）
六
十
六
部
廻
国
成
就
記
念

に
、
江
の
島
の
橘
屋
武
兵
衛
な
ど
の
世
話
で

建
て
ら
れ
た
旨
が
、
裏
面
に
刻
ま
れ
て
い

る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

江
の
島
は
教
材
の
宝
庫
② 

「 

江
の
島
で
地
層
観
察 

」 

 

小
学
６
年
生
の
理
科
で
は
土
地
の
作
り

方
や
地
層
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。
藤
沢
市

内
で
地
層
の
見
学
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
江

の
島
は
と
て
も
良
い
見
学
地
で
す
。 

 

写
真
は
南
の
防
波
堤
か
ら
見
え
る
崖
に

解
説
を
加
え
た
も
の
で
す
。
地
層
は
大
き
く

２
つ
に
分
か 

れ
て
い
ま
す
。 

下
は
灰
色
の 

地
層
で
、
南 

の
磯
と
一
体 

で
す
。
細
か 

い
砂
粒
の
集 

ま
り
が
中
心 

で
砂
岩
と
い 

い
ま
す
。 

１
６
０
０
万
年
前
に
遠
い
南
の
深
海
で
長

い
時
間
を
か
け
て
積
も
り
、
プ
レ
ー
ト
の
動

き
に
伴
っ
て
日
本
列
島
の
一
部
と
な
り
ま

し
た
。
上
は
茶
色
の
地
層
で
す
。
茶
色
い
土

が
中
心
で
火
山
灰
で
す
。
１
０
万
年
前
ご
ろ

に
、
主
に
箱
根
火
山
か
ら
噴
出
さ
れ
た
火
山

灰
・
火
砕
流
が
堆
積
し
た
も
の
で
す
。
上
と

下
と
で
は
、
全
く
年
代
が
異
な
り
ま
す
ね
。 

 

南
の
磯
で
海
を
楽
し
む
際
は
、
江
の
島
の

崖
も
見
上
げ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

著
・
写
真 

 
鹿
児
嶋 

英
克 

 

   

北条氏の

家紋 

「三つ鱗」 

月岡芳年 作 

浮世絵「芳年武者无類 

遠江守北条時政」 

江島神社社紋「向

かい波三つ鱗」 

片
瀬
の
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト 

     

１
９
９
０
年
の
市
制
５
０
周
年
に
設

置
さ
れ
、
２
０
４
０
年
に
開
封
の
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
。
ど
こ
に
あ
る
か
ご

存
知
で
す
か
？ 

（

答

え

は

４
面
で
す
） 



令和４年（２０２２年）９月２５日号        片瀬だより        第１３１号 
 
 

 

〈４〉 

ふ
る
さ
と
片
瀬
～
今
昔
あ
れ
こ
れ
～
㊲ 

 
 
 
 

中
村 

喬 
 

江
の
島
に
「水
族
館
」が
あ
っ
た
！ 

 

私
の
記
憶
に
残
る
水
族
館
は
、
昭
和
二

十
九
年
に
開
館
さ
れ
た
「
江
ノ
島
水
族

館
」
で
あ
る
。
国
道
の
海
側
で
は
な
く
、
山

側
に
つ
く
ら
れ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二

階
建
て
の
し
ゃ
れ
た
建
物
で
あ
っ
た
。
一
階

に
水
槽
が
並
べ
ら
れ
、
二
階
は
資
料
の
展

示
が
さ
れ
て
い
た
。 

昭
和
三
十
二
年
に
は
鯨
類
が
泳
ぐ
水

族
館
と
し
て
砂
浜
に
第
二
号
館
が
つ
く
ら

れ
た
。
江
ノ
島
マ
リ
ン
ラ
ン
ド
と
名
づ
け

ら
れ
人
気
を
呼
ん
だ
。
目
の
前
で
イ
ル
カ

が
ジ
ャ
ン
プ
を
す
る
と
い
う
夢
の
よ
う
な

話
が
現
実
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
数
年
後
に

は
江
ノ
島
海
獣
動
物
園
も
開
設
さ
れ
て
オ

ッ
ト
セ
イ
や
ア
ザ
ラ
シ
の
姿
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
た
。 

今
、
私
た
ち
は
新
江
ノ
島
水
族
館
を
折

に
触
れ
て
訪
れ
、
相
模
湾
大
水
槽
の
マ
イ

ワ
シ
の
群
れ
に
驚
き
、
ク
ラ
ゲ
の
姿
に
癒
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
が
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
平

成
十
六
年
だ
っ
た
。 

実
は
そ
の
遥
か
昔
に
江
の
島
の
島
内
に

水
族
館
が
あ
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
。
し
か
も
一
度
な
ら
ず
二
度
、

水
族
館
は
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

最
初
の
水
族
館
は
明
治
三
十
五
年
に

開
館
し
て
い
る
。
開
館
の
お
知
ら
せ
が
当

時
の
新
聞
広
告
欄
に
載
っ
て
い
る
の
だ
。
水 

 

  

 
 

槽
の
魚
を
見
せ
る
と
同
時
に
水
産
物
な
ど

の
販
売
も
し
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
の
年
、
江

ノ
電
が
藤
沢
と
片
瀬
の
間
で
開
通
し
て
い

る
。
た
だ
こ
の
水
族
館
は
長
く
は
続
か
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

二
度
目
の
開
館
は
大
正
末
か
ら
昭
和
に

か
け
て
の
頃
で
あ
っ
た
。
島
に
渡
っ
て
す
ぐ

東
側
に
細
長
い
建
物
と
し
て
水
族
館
は
つ

く
ら
れ
た
。
こ
の
施
設
に
は
舞
台
付
き
の
演

芸
場
も
あ
っ
て
、
娯
楽
館
と
し
て
も
機
能
し

て
い
た
よ
う
だ
。 

 

江
の
島
に
住
む
大
先
輩
の
宇
田
川
英
男

さ
ん
の
話
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
つ
く
ら

れ
た
水
槽
の
残
が
い
が
平
成
の
世
ま
で
残
っ

て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
水
族
館
の
手
前
に

は
モ
ン
キ
ー
ハ
ウ
ス
が
あ
っ
て
日
本
猿
を
飼
っ

て
い
た
そ
う
だ
。 

 

江
の
島
に
水
族
館
が
あ
っ
た
の
だ
！ 

 

【
江
の
島
や
岩
本
院
の
薄
紅
葉
】 

編
集
後
記 

 

校
長
先
生
が
、
今
年
度
も
「
笑
顔
あ
ふ

れ
る
片
瀬
小
学
校
」
を
目
指
し
た
い
と
、

あ
る
会
の
ご
挨
拶
で
お
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
学
校
に
お
邪
魔
す
る
と
、
子
ど
も

た
ち
か
ら
も
教
職
員
の
方
々
か
ら
も
、
マ

ス
ク
越
し
で
す
が
大
き
な
声
で
「
こ
ん
に

ち
は
」「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
声
を

か
け
ら
れ
、
口
元
が
綻
び
ま
す
。
笑
顔
は

一
瞬
の
出
来
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
心

の
中
に
ほ
の
か
な
灯
を
と
も
し
て
く
れ
ま

す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
石
） 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

片
瀬
市
民
図
書
館
か
ら
の
ご
案
内 

 
 

 
 

電
話
２
８
―
６
９
３
５ 

市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方
な

ら
ど
な
た
で
も
一
人
６
冊
ま
で
２
週

間
借
り
ら
れ
ま
す
。 

【
開
室
時
間
】
火
～
日
曜
日 

 
 

 

午
前
１
０
時
～
午
後
５
時 

 

《
新
刊
案
内
》 

「
８
０
歳
の
壁
」 

 
 

和
田 

秀
樹 

「
セ
カ
ン
ド
チ
ャ
ン
ス
」
篠
田 

節
子 

「
鎌
倉
北
条
氏
の
女
性
た
ち
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

今
井 

雅
晴 

「
朽
ち
ゆ
く
庭
」 

 
 

伊
岡 

瞬 

「
あ
っ
ち
こ
っ
ち
食
器
棚
め
ぐ
り
」 

伊
藤
ま
さ
こ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

「
掬
え
ば
手
に
は
」 

 

瀬
尾
ま
い
こ 

「
八
丁
越
（
新
・
酔
い
ど
れ
小
藤
次
㉔） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐
伯 

泰
英 

「
か
み
な
り
（
写
真
絵
本
）」 妹

尾
堅
一
郎   

 
 

   
 

【
片
瀬
の
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
答
え
】
片
瀬
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階
ホ
ー
ル
前 

の
ぞ
い
て
み
よ
う
！
公
民
館 

 

「
知
笑

ち

え

の
輪 わ

倶
楽
部

く

ら

ぶ

」 

 
 

    

 

 

令
和
３
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
知

笑
の
輪
倶
楽
部
」。 

 

隔
月
で
、
地
域
の
歴
史
や
生
活
に

役
立
つ
情
報
や
娯
楽
な
ど
幅
広
く
学

ぶ
講
座
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

本
年
２
回
目
の
７
月
２
５
日
（
月
）

は
「
緑
茶
を
食
べ
る
～
茶
は
養
生
の

仙
薬
な
り
～
」
で
し
た
。
緑
茶
は
飲

む
だ
け
で
は
３
割
程
度
の
栄
養
素
し

か
吸
収
が
で
き
ま
せ
ん
。
茶
殻
を
捨

て
る
の
で
は
な
く
、
食
べ
る
こ
と
で

緑
茶
の
栄
養
を
し
っ
か
り
吸
収
し
た

り
、
お
掃
除
に
使
う
な
ど
、
お
茶
に

つ
い
て
余
す
こ
と
な
く
楽
し
く
学
び

ま
し
た
。 

 

今
後
は
、「
防
災
」「
終
活
」「
Ｉ
Ｔ
」

に
つ
い
て
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

地
域
と
つ
な
が
り
な
が
ら
生
活
を
楽

し
ん
で
欲
し
い
と
い
う
片
瀬
公
民
館

の
思
い
か
ら
生
ま
れ
た
講
座
で
す
。

毎
回
、
大
変
ご
好
評
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 
 

                  

「緑茶を食べる 

～茶は養生の仙薬なり～」

より 


